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1. はじめに 
 近年，インターネットの普及に伴い，誰もが

Web から様々な情報を取得できるようになった．
特に，ニュースサイトなどの更新頻度の高い情

報を提供する Web サイトが増加[1]し，Web か
らの情報収集はさらに活発になっている．しか

し，Web の膨大な情報の中から目的の情報を取
得するためには，多大な時間的コストがかかる

という問題[2]がある．そこで，Web サイトの更
新情報を配信，取得できる RSS（RDF Site 
Summary）が注目されている．RSS とは，更新
情報のタイトル，要約や更新時間などを構造化

して記述する XMLベースのフォーマットであり，
Web で公開されている RSS の情報は，RSS リ
ーダにより容易に取得できる．これにより，

Web サイトの更新情報を効率的に取得できるよ
うになった．しかし，ニュースサイトなどの

RSSによる情報配信を行っている Webサイトの
急増により，RSS の情報は氾濫し，ユーザの情
報検索効率が著しく低下している．既存システ

ムでは，RSS の記事からユーザの興味を学習し，
興味のある記事を優先的に提供する RSS リーダ
が開発されている．しかし，既存システムでは，

閲覧記事から抽出した特徴語の出現回数のみで

興味を推定しているため，興味の学習効率が悪

いという問題がある．そこで，本研究では，記

事閲覧の時間からユーザにとって興味のある特

徴語の抽出[3][4]や，記事閲覧の順番[5]から特徴
語の興味度の更新を行い，ユーザの興味を迅速

に学習することで，取得した RSS の記事を興味
度の高い順番に並べ替えてユーザに提供するシ

ステムを考案する． 
2. システムの概要 
 本システムでは，図１に示すように，１）興

味記事解析機能，２）興味度付加機能，３）興

味学習機能，４）記事の興味度算出機能の４つ 
 
 
 
 
 
 

の機能により構成される． 
 

 
 

 
 

2.1 興味記事解析機能 
興味記事解析機能では，ユーザの興味のある

記事を取得し，記事の特徴語を抽出[3]する．ま
ず，興味のある記事を，記事の閲覧時間の長さ

から興味の有無を判定し，取得する．次に，取

得した RSS の記事から，記事のタイトルと要約
そして閲覧した記事の本文を抽出する．最後に，

形態素解析を用いて，記事のタイトル，要約と

閲覧した記事の本文から，名詞と未知語を特徴

語として抽出[4]する． 

2.2 興味度付加機能 
 興味度付加機能では，興味記事解析機能で抽

出した特徴語と特徴語同士の共起に対して，ユ

ーザの興味度として重みを付加する．特徴語へ

の重みは，「記事の本文」，「RSS の記事の要
約」，「RSS の記事のタイトル」から抽出した
特徴語の順で大きくする． 
2.3 興味学習機能 
 興味学習機能では，ユーザが閲覧した RSS の
記事の順番から特徴語の興味度を更新する．ユ

ーザが閲覧した記事の順番は，ユーザの興味に

大きく影響する．そのため，本システムでは，

記事の閲覧順位に影響する要因を推定し，ユー

ザの興味をマイニングする「順位付け文書から

の影響因子マイニング[5]」を使用することによ
り，記事の閲覧順位の情報からユーザの興味を

抽出する． 

RSSの記事閲覧

閲覧時間が一定以上

興味記事解析機能１） 興味記事解析機能１）

興味度付加機能２） 興味度付加機能２）

興味学習機能３） 興味学習機能３）

入力

Yes

No

記事の興味度算出機能４） 記事の興味度算出機能４）

出力 興味度が高い順番に並べ替えたRSSの記事

システム

図１ システムの流れ 
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図２ 実行結果 

2.4 記事の興味度算出機能 
 記事の興味度算出機能では，興味度付加機能

と興味学習機能により付加した興味度から，取

得した RSS の記事に対してユーザの興味度を算
出する．記事への興味度は，RSS の記事の特徴
語と特徴語同士の共起に付加されている重みの

合計によって算出する． 
3. システムの実証実験と考察 
 本システムの実行結果を図２に示す．実証実

験では，本研究で開発したシステムの有効性を

検証するために，既存の興味学習機能が備わっ

た RSS リーダを使用した場合との更新情報の検
索効率における比較実験を行った． 

 
 
 

3.1 実証実験 
 実証実験として，日常的に RSS リーダを使用
している被験者 10 名を対象に同一のニュースサ
イトから RSS の記事を取得する作業をそれぞれ
20 回行った．次に，本システムの評価として，
５段階のアンケートを実施した．被験者には，

RSS の記事を取得して閲覧するまでの手順の単
純さを評価する「操作性」，ユーザの興味が記

事に反映された期間を評価する「即時性」，ユ

ーザの興味のある記事の検索の容易さを評価す

る「利便性」，ユーザの興味のある記事の取得

におけるシステムの有用性を評価する「有用

性」の４つのアンケート項目を回答してもらう

ことにより本システムを評価した． 
3.2 結果と考察 
 アンケート結果を基に算出した各評価項目の

平均値と今回のアンケート結果に有意性がある

かを調べるために行った U 検定の結果を表１に
示す．U 検定とは，正規分布が仮定できない２
標本の数量の平均値の差を検出する検定である．

U 検定の結果，５%の有意水準で「即時性」，
「利便性」，「有用性」，の３項目で本システ

ムの有意性を確認できたが，「操作性」では，

有意性を確認できなかった．その原因としては，

本システムは，興味のある記事を効率的に提供

することが主な目的であり，操作性に関しては

従来のシステムと差がなかったためであると考

えられる． 
 

評価項目
本システム

(平均値) 

既存の 

RSSリーダ 
(平均値) 

U検定 
(有意確率)

操作性 2.90 3.00 0.720
即時性 4.10 2.90 0.004
利便性 3.60 2.60 0.021
有用性 3.70 2.80 0.040

 

4. おわりに 
 本研究では，RSS で取得した記事をユーザの
興味の高い順番に並べ替えて提供する手法を考

案した．実証実験では，本システムを利用する

ことで，既存の RSS リーダよりも，被験者の興
味に合った記事を迅速かつ優先的に提供するこ

とができた．この実験結果から，本研究で提案

する手法の有効性を実証した．しかし，本シス

テムでは，記事から抽出した特徴語の類義語を

考慮していなかったため，同じ意味の語でも別

の語として判別されてしまい，ユーザの興味が

記事に反映できないという現象が生じた．今後

の課題は，特徴語の類義語も考慮することで，

システムの精度向上を図る． 
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表１ 実験結果 
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